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◆繁藤小学校・中学校の全校児童生徒数の推移
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繁
藤
小
・
繁
藤
中
沿
革

　

繁
藤
小
学
校
は
、
明
治
27
年

に
繁
藤
尋
常
小
学
校
と
し
て
、

創
立
し
ま
し
た
。
一
方
、
中
学

校
は
昭
和
22
年
の
学
制
改
革
に

よ
り
、
天
坪
中
学
校
（
現
在
の

大
豊
町
に
校
舎
が
あ
っ
た
）
と

し
て
始
ま
っ
て
お
り
、
繁
藤
小

学
校
（
当
時
の
校
名
は
天
坪
村

立
第
三
小
学
校
）
に
分
校
が
併

設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
28

年
に
、
天
坪
中
学
校
の
新
校
舎

が
繁
藤
駅
前
地
区
に
落
成
し
、

昭
和
33
年
に
校
名
を
変
更
し
、

繁
藤
中
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
に
起
き
た
豪
雨
・

繁
藤
山
崩
れ
災
害
で
は
、
繁
藤

小
の
６
年
生
１
名
が
亡
く
な
っ

た
ほ
か
小
・
中
と
も
に
親
を
亡

く
し
た
在
校
生
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
繁
藤
小
・
繁
藤
中
の

当
時
の
校
舎
は
、
救
護
活
動
や

自
衛
隊
宿
舎
と
し
て
提
供
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
に
現
在
の
校
舎
・

体
育
館
・
給
食
棟
が
新
築
落
成

し
、
小
中
同
じ
校
舎
で
学
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
繁
藤
小
の

全
校
児
童
数
は
、
昭
和
56
年
に

50
人
、
平
成
13
年
に
19
人
、
平

成
21
年
に
７
人
と
減
少
し
て
き

て
お
り
、
現
在
は
２
年
生
１
人

・
６
年
生
１
人
の
合
計
２
人
。

繁
藤
中
も
昭
和
56
年
に
16
人
、

平
成
13
年
に
８
人
、
平
成
21
年

に
７
人
と
減
少
し
て
お
り
、
現

在
は
２
年
生
２
人
・
３
年
生
１

人
の
合
計
３
人
。

　

平
成
17
年
３
月
に
、
県
教
育

委
員
会
が
示
し
た
『
高
知
県
に

お
け
る
小
中
学
校
の
適
正
規
模

に
つ
い
て
』
を
受
け
、
検
討
し

辛
か
っ
た
日
々
も
み
ん
な
で
乗
り
越
え
た

シ
ャ
ト
ル
を
打
つ
音
が
鳴
り
響
い
た
体
育
館

繁
藤
小
学
校
と
繁
藤
中
学
校
が
今
年
３
月
で
休
校
と
な
り
ま
す

て
き
た
結
果
、
今
後
、
児
童
数

が
増
え
る
見
込
み
が
な
く
、
今

年
３
月
を
も
っ
て
、
119
年
続
い

て
き
た
繁
藤
小
学
校
と
66
年
続

い
た
繁
藤
中
学
校
は
休
校
と
な

り
ま
し
た
。

　

繁
藤
中
学
校
校
歌　
　

　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

幾
井 

忠
雄　

　
　
　
　
　
　
　

作
曲　

丸
山 

和
雄

一
、
ほ
こ
ろ
び
初
め
し　

花
桜

　
　

光
に
舞
え
る　

若
鳩
に

　
　

応
え
て
近
き　

甫
喜
ヶ
峯

　
　

あ
あ
こ
の
丘
よ　

学
び
舎
よ

　
　

三
歳
の
春
に　

夢
匂
う

二
、
星
座
は
白
き　

暁
の

　
　

流
る
る
霧
に　

見
晴
る
か
す

　
　

山
河
の
緑　

眼
に
し
み
て

　
　

あ
あ
若
き
日
よ　

友
垣
よ

　
　

互
に
誓
う　

理
想
あ
り

三
、
思
い
で
清
き　

故
郷
に

　
　

生
命
の
群
れ
の　

息
づ
け
ば

　
　

自
然
に
永
久
の　

啓
示
あ
り

　
　

あ
あ
太
陽
よ　

天
と
地
よ

　
　

平
和
の
鐘
を　

我
つ
か
ん

繁
藤
小
学
校
校
歌　
　

　
　
　
　
　

作
詞
・
作
曲　

朝
倉　

智

一
、
日
は
さ
ん
ら
ん
と　

気
は
す
み
て

　
　

天
地
の
恵
み　

ゆ
た
か
な
る

　
　

こ
こ
北
嶺
の　

た
か
さ
と
に

　
　

生
ま
れ
て
の
ぶ
る　

さ
い
わ
い
を

　
　

共
に
讃
え
ん　

あ
あ
我
等

二
、
穴
内
川
の　

水
清
く

　
　

流
れ
て　

と
わ
に
い
く
久
し

　
　

う
つ
ろ
う
世
に
も　

か
わ
ら
ざ
る

　
　

古
き
良
風　

な
ら
い
知
り

　
　

共
に
学
ば
ん　

あ
あ
我
等

三
、
国
見
の
山
は　

厳
と
し
て

　
　

い
く
春
秋
の　

昔
よ
り

　
　

大
森
林
の　

母
と
な
る

　
　

仰
ぐ
希
望
を　

い
や
も
し
て

　
　

共
に
励
ま
ん　

あ
あ
我
等

任
当
初
、
休
校
の
話
は

ま
だ
聞
い
て
お
ら
ず
、

１
学
期
が
終
わ
る
こ
ろ
に
市
教

育
委
員
会
か
ら
休
校
が
検
討
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
自
分

も
職
員
も
寂
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
い

る
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
る
と

余
り
に
も
人
数
が
少
な
く
、
仕

方
が
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
す
。

　

転
入
先
の
香
長
小
学
校
へ
は

去
年
ま
で
、
学
期
に
１
回
交
流

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
交
流
の
機
会
を
増
や
し
、
月

に
１
回
香
長
小
に
行
き
、
香
長

小
か
ら
も
年
に
数
回
来
て
も
ら

い
、
繁
藤
小
で
授
業
を
受
け
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
は

年
４
回
鏡
野
中
学
校
で
授
業
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

休
校
に
向
け
て
話
が
進
ん
で

い
っ
た
後
も
、
地
域
の
方
や
、

子
ど
も
た
ち
も
含
め
て
、
運
動

会
や
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
精
い
っ

ぱ
い
や
ろ
う
と
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
技
術
作
品
コ

ン
テ
ス
ト
で
全
国
準
グ
ラ
ン
プ

リ
に
値
す
る
経
済
産
業
省
製
造

産
業
局
長
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
自
信
に
な
り
、
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
生
が
同
じ

校
舎
で
育
ち
、
休
み
時
間
に
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
体
験
学
習
を

一
緒
に
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な

心
が
育
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

繁藤地区は、北は大豊町・本山

町と南は南国市と接しており、

標高３５０ｍ以上で、雨量は年

間３０００mm～４０００mmと多

く、高知県の最多雨地の一つ。

昭和３０年に旧天坪村は大豊村

へ合併されたが、昭和３１年、

住民投票により、旧天坪村の河

ノ川・繁藤・北滝本・樫谷・上

穴内の５地区が土佐山田町に編

入され、昭和３５年、西又が香

北町から土佐山田町へ編入。繁

藤には３つのダムがある。ダム

湖に沈んだ穴内地区は日本一の

マンガン産地であり、炭鉱員で

にぎわっていた。同地区の人口

は昭和４７年に９２３人。現在

は３５１人（平成２５年２月１日

現在）。

２
年
前
に
繁
藤
小
学
校
・
繁
藤
中
学
校
に
赴
任
し
、
両
校
の
校
長

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
森
本
校
長
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
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繁藤小学校長
繁藤中学校長

年
４
回
鏡
野
中
学
校
で
授
業
を

心
が
育
ま
れ
た
と
思
い
ま
す

小
学
生
と
中
学
生
が
同
じ
校
舎
で
育
ち

豊
か
な
心
が
育
ま
れ
ま
し
た

赴
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学校長
学校長

思
い
ま
す

ち

森本　國裕
もりもと くにひろ

土佐山田町繁藤地区

若
藤
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こ
ろ

特
集

若藤のころ特集

さ
と
し

の
ぞ
み

か
た
み

と  

わ

い
の
ち

ば
と

み
と
せ


